
  

日
常
か
ら
備
え
よ
う

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
迅
速
・
安
全
に
避
難
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
家
庭
で
懐
中
電
灯
、
非
常
食
・
保
存

水
・
常
備
薬（
各
3
日
分
）な
ど
の
非

常
持
ち
出
し
品
、
歩
き
や
す
い
運
動

靴
な
ど
を
備
え
る

◦
地
域
の
避
難
場
所
や
、
近
く
の
集
会

所
ま
で
の
避
難
経
路
を
確
認
す
る

◦
帰
宅
経
路
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
位
置
を

確
認
す
る

◦
家
族
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
の

方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
う

◦
外
出
す
る
と
き
は
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地

図
を
持
ち
歩
く

  

避
難
先
の
場
所
と
種
類
を

  

把
握
し
よ
う

　
市
が
指
定
す
る
避
難
先
に
は
「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」「
自
主

避
難
所
」
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
の
危
険
か
ら
緊
急
的
に
避
難
し

一
時
的
に
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
場

所
で
、
主
に
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
災
害
の
種
類

別（
洪
水
・
地
震
・
大
規
模
な
火
事
な

ど
）に
避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
避
難
所

　
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
避

難
す
る
場
合
や
、
自
宅
が
被
災
し
て
戻

れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
滞
在
す
る

た
め
の
施
設
で
、
主
に
小
中
学
校
の
体

育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
対
象
に

な
る
の
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
被
災
し
、
自
宅
で

の
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
そ
の
ほ
か
、
緊
急
避
難
の
必
要
が
あ

る
人

自
主
避
難
所

　
台
風
の
接
近
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
や

長
時
間
の
降
雨
で
洪
水
や
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
市
が

必
要
性
を
判
断
し
、
一
時
的
に
開
設
し

ま
す
。
主
に
公
民
館
な
ど
の
市
の
施
設

に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
避
難
先
の
一
覧
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttps://w
w
w
.city. 

narita.chiba.jp/anshin/page0 

73600.htm
l

）で
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

  

地
域
で
災
害
に
立
ち
向
か
う

  

自
主
防
災
組
織

　
災
害
の
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
の

対
応（
公
助
）に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）と
い

う
考
え
方
に
加
え
、
地
域
住
民
同
士
で

防
災
活
動
に
取
り
組
む（
共
助
）こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

た
め
の
「
自
主
防
災
組
織
」
の
設
立
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
区
・
自
治
会
・
町

内
会
な
ど
を
単
位
と
し
た
1
3
0
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
日
頃
か
ら

避
難
訓
練
や
救
出
訓
練
な
ど
の
防
災
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
結
成

し
て
い
な
い
自
治
会
な
ど
は
自
主
防
災

組
織
の
設
立
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

  

災
害
時
の
避
難
行
動

震
災

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛

い
ま
一
度
、
防
災
対
策
の
見
直
し
を

近年は時間雨量50ミリメートルを超える「ゲリラ豪雨」の発生
件数が増加傾向にあります。一人一人が台風や地震などの災
害について認識を深め、防災対策の見直しを行いましょう。

9
月
1
日
は
防
災
の
日

平成30年7月豪雨で被災した地域（岡山県倉敷市）
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け
ま
し
ょ
う
。

◦
棚
な
ど
の
家
具
類
か
ら
離
れ
た
り
、

机
の
下
な
ど
に
隠
れ
た
り
し
て
自
分

の
身
を
守
る

◦
激
し
い
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
避
難
所
な
ど
へ
避
難
す

る
と
き
は
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
じ
る

◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
が
安
全
な
場

合
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
家
族

の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
・
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

始
め
る
と
、
火
災
や
沿
道
の
建
物
か
ら

の
落
下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
危
険

が
あ
り
、
さ
ら
に
は
救
助
・
救
急
活
動

の
妨
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に
移
動
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害

　
崖
崩
れ
に
よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高

さ
の
2
倍
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

距
離
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、

崖
か
ら
速
や
か
に
離
れ
、
危
機
管
理
課

（
☎
20
‐
1
5
2
3
）に
情
報
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
直
ち
に
避

難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

浸
水
害

　
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
移
動
す

る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
無
理
を
せ

ず
、
自
宅
の
2
階
な
ど
の
高
い
場
所
へ

緊
急
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

  

災
害
時
の
情
報
収
集

　
市
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す
る
情

報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
市

内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
、
気
象
条
件
や
生
活

環
境
な
ど
に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐ 

38
‐
3
8
9
8
）や
、
防
災
情
報
ツ
イ
ッ

タ
ー（https://tw

itter.com
/bous 

ai_narita

）で
配
信
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
外
出
先
な
ど
で
も
情

報
を
入
手
で
き
、
重
要
な
情
報
の
見
逃

し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に

利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
可
）

◦
防
災
情
報

◦
大
気
に
関
す
る
情
報

◦
消
防
情
報

◦
防
犯
・
安
全
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
の
配
信
内
容

登
録
方
法

　
下
記
の
二
次
元
バー

コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
な
り
た
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
登
録

用
ア
ド
レ
ス（info-n@

sg-m
.jp

）に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
る
案

内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
返
信
メ
ー
ル

が
届
か
な
い
場
合
、
迷
惑
メ
ー
ル
対
策

の
設
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。「sg-m

.jp

」ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
す
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

　避難準備を行い、高齢者や障
がいのある人、乳幼児などとそ
の支援者は避難を開始する。

　全員が避難所などの安全な場
所に速やかに避難する。移動が危
険だと思われる場合は、自宅内な
どでより安全な場所へ避難する。

　すでに市内で洪水などの水害
が発生しているため、命を守る
最善の行動を取る。

防災情報が「警戒レベル」で発令されます
　水害・土砂災害時に皆さんが適切な行動を取れるよう、防災行政無線などで配信する防災情報が
5段階の警戒レベルで発令されるようになりました。警戒レベル3以上が発令されたら、対象となっ
た地域に住んでいる人は避難行動を開始しましょう。

警戒レベル3 警戒レベル4 警戒レベル5
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